
JP 4948291 B2 2012.6.6

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　原稿の一方の面を読み取る第１読取手段と、
　前記原稿の他方の面を読み取る第２読取手段と、
　照明点灯時および消灯時それぞれにおける第１基準部材の前記第１読取手段による読取
値からゲイン値およびオフセット値である前記第１読取手段の第１シェーディングデータ
を生成し、照明点灯時および消灯時それぞれにおける第２基準部材の前記第２読取手段に
よる読取値からゲイン値およびオフセット値である前記第２読取手段の第２シェーディン
グデータを生成するシェーディングデータ生成手段と、
　複数の異なる色のパッチを有するカラーチャートを前記第１読取手段で読み取った読取
値と、前記カラーチャートを前記第２読取手段で読み取った読取値とから、前記複数の異
なる色に対応する複数のシェーディングデータ補正値を生成するシェーディングデータ補
正値生成手段と、
　前記第１シェーディングデータを用いて、前記第１読取手段から出力された前記原稿の
一方の面の読取値を補正する第１補正手段と、
　前記第２読取手段から出力された前記原稿の他方の面の読取値の色を識別し、前記複数
のシェーディングデータ補正値から該識別結果に応じたシェーディングデータ補正値を選
択し、該選択されたシェーディング補正値を用いて前記第２シェーディングデータを補正
し、該補正された第２シェーディングデータを用いて前記原稿の他方の面の読取値を補正
する第２補正手段とを有することを特徴とする原稿読取装置。
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【請求項２】
　前記複数の異なる色は、赤、緑、青およびグレーであり、前記カラーチャートは、赤、
緑、青およびグレーのそれぞれについて反射率の異なる複数のパッチを有することを特徴
とする請求項１記載の原稿読取装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、原稿の一方の面と他方の面を異なる読取手段により読み取る画像読取装置及
びその読取特性補正方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　複写機等に用いられる画像読取装置には、生産性向上のために、表面読取手段と裏面読
取手段を設けて、原稿の表裏反転を行うことなくそれぞれの読取手段により原稿の表裏を
読み取る装置が知られている（例えば、特許文献１参照）。
【０００３】
　このような画像読取装置は、原稿の表裏を異なる読取手段により読み取るため、同一の
画像濃度を表面読取手段と裏面読取手段により読み取ったときに、表面読取手段と裏面読
取手段の読み取りレベルに差が生じる場合がある。このような場合、原稿の表裏で再現さ
れる色や濃度が異なってしまうことがある。
【０００４】
　表面読取手段と裏面読取手段の読み取りレベル差を補正する手段として、表面読み取り
部で読み取った画像データの濃度と、裏面読み取り部で読み取った画像データの濃度を一
致させるように画像補正をする方法がある（例えば、特許文献２及び３参照）。
【０００５】
　また、第１読取手段と第２読取手段により同一の調整用原稿を読み取って、各色成分の
読取値が第１読取手段と第２読取手段で等しくなるようにガンマ補正テーブルと色補正係
数を決定する方法がある（例えば、特許文献４参照）。
【特許文献１】特開２００４－１８７１４４号公報
【特許文献２】特開２００５－２１０２６８号公報
【特許文献３】特開平１１－３３６７４４号公報
【特許文献４】特開２００６－２２９４６６号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかし、特許文献２及び３のような方法では、白黒画像に対する表裏の濃度は一致する
ものの、カラー画像に対する表裏の色差を補正するには不十分であった。すなわち、白黒
画像に対する表裏の濃度を一致させたとしても、カラー画像に対する表裏の色味が合わな
い場合がある。
【０００７】
　また、特許文献４のような方法では、第１読取手段と第２読取手段の色味を合わせるこ
とが可能であるが、ガンマ補正テーブルを生成するためのメモリを必要とするため、回路
規模が大きくなり、コストが高くなってしまうという問題がある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上述の課題を解決するため、本発明の原稿読取装置は、原稿の一方の面を読み取る第１
読取手段と、前記原稿の他方の面を読み取る第２読取手段と、照明点灯時および消灯時そ
れぞれにおける第１基準部材の前記第１読取手段による読取値からゲイン値およびオフセ
ット値である前記第１読取手段の第１シェーディングデータを生成し、照明点灯時および
消灯時それぞれにおける第２基準部材の前記第２読取手段による読取値からゲイン値およ
びオフセット値である前記第２読取手段の第２シェーディングデータを生成するシェーデ
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ィングデータ生成手段と、複数の異なる色のパッチを有するカラーチャートを前記第１読
取手段で読み取った読取値と、前記カラーチャートを前記第２読取手段で読み取った読取
値とから、前記複数の異なる色に対応する複数のシェーディングデータ補正値を生成する
シェーディングデータ補正値生成手段と、前記第１シェーディングデータを用いて、前記
第１読取手段から出力された前記原稿の一方の面の読取値を補正する第１補正手段と、前
記第２読取手段から出力された前記原稿の他方の面の読取値の色を識別し、前記複数のシ
ェーディングデータ補正値から該識別結果に応じたシェーディングデータ補正値を選択し
、該選択されたシェーディング補正値を用いて前記第２シェーディングデータを補正し、
該補正された第２シェーディングデータを用いて前記原稿の他方の面の読取値を補正する
第２補正手段とを有することを特徴とする。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明によれば、簡易な構成により、第１読取手段と第２読取手段の階調および色みを
合わせることができる。
 
【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
　以下、本発明を実施するための最良の形態である画像読取装置及び画像読取装置の読取
特性補正方法について、図面に基づいて詳細に説明する。
【００１２】
　本実施形態の画像読取装置の構成を図１に示す。１００は原稿給送装置である。１１７
は画像読取装置である。１０１は原稿トレイであり、原稿１０２を積載する。原稿トレイ
１０１の上方には、給紙ローラ１０３が設けられている。給紙ローラ１０３は原稿トレイ
１０１上の原稿１０２を給紙する。給紙ローラ１０３は、図示しないアームに軸支されて
いるので、アームが揺動することにより上下に移動する。給紙動作が開始されると、給紙
ローラ１０３は下降して原稿１０２の上面に当接する。
【００１３】
　ローラ１０５は、分離ローラ１０４の対向側に配置されており、分離ローラ１０４側に
押圧されている。ローラ１０５は、分離ローラ１０４より僅かに摩擦が少ないゴム材等に
より構成されており、分離ローラ１０４と協働して、給紙ローラ１０３によって給紙され
る原稿１０２を１枚ずつ捌いて給紙する。
【００１４】
　分離ローラ１０４により分離された原稿は、静止したレジストローラ対１０６、１０７
のニップ部に突き当てられ、それにより、原稿の先端が揃えられる。そして、リードロー
ラ１０８および従動ローラ１０９は、原稿を流し読みガラス１１６に向けて搬送する。流
し読みガラス１１６の対向側には、プラテンローラ１１０が配置されている。
【００１５】
　ＣＣＤ（Ｃｈａｒｇｅ　Ｃｏｕｐｌｅｄ　Ｄｅｖｉｃｅ）ラインセンサ（以下、ＣＣＤ
）１２６は、流し読みガラス１１６上を搬送される原稿１０２の表面（一方の面）の画像
を読み取る。ＣＣＤ１２６により表面画像の読み取りが行われた原稿１０２は、リードロ
ーラ１１１および従動ローラ１１２によりＣＩＳ（コンタクトイメージセンサ）１２８へ
向けて搬送される。１１５は流し読みガラス１１６からシートをすくい上げるためのジャ
ンプ台である。ＣＩＳ１２８の対向側には、プラテンローラ１２７が配置されている。
【００１６】
　ＣＩＳ１２８は、流し読みガラス１２９上を搬送される原稿１０２の裏面（他方の面）
の画像情報を読み取る。ＣＩＳ１２８により裏面画像の読み取りが行われた原稿１０２は
、排紙ローラ１１３により排紙トレイ１１４に排出される。
【００１７】
　画像読取装置１１７は、読み取られるべき原稿面に対して光を照射するランプ１１９、
原稿１０２からの反射光をＣＣＤ１２６に導くミラー１２０、１２１、１２２を有する。
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ランプ１１９およびミラー１２０は、第１ミラー台１２３に取り付けられている。また、
ミラー１２１、１２２は、第２ミラー台１２４に取り付けられている。
【００１８】
　ミラー台１２３、１２４は、ワイヤ（図示せず）によって駆動モータ（図示せず）と結
合され、駆動モータの回転駆動により原稿台ガラス１１８と平行に移動する。原稿からの
反射光は、ミラー１２０、１２１、１２２を介してレンズ１２５に導かれ、レンズ１２５
によってＣＣＤ１２６の受光部に結像される。ＣＣＤ１２６は、結像した反射光を光電変
換し、入射光量に応じた電気信号（アナログ信号）を出力する。
【００１９】
　ＣＩＳ１２８は、原稿１０２からの反射光を受光素子で光電変換し、入射光量に応じた
電気信号（アナログ信号）を出力する。
【００２０】
　上記構成を有する画像読取装置は、原稿固定読みモードと原稿流し読みモードを有する
。原稿固定読みモードでは、第１ミラー台１２３及び第２ミラー台１２４を副走査方向（
図中矢印方向）に移動させることにより、原稿台ガラス１１８上に載置された原稿が読み
取られる。原稿流し読みモードでは、第１ミラー台１２３及び第２ミラー台１２４を停止
させた状態で、原稿給送装置１００によって原稿１０２を搬送させることにより、流し読
みガラス１１６上の原稿が読み取られる。原稿流し読みモードでは、流し読みガラス１２
９を介してＣＩＳ１２８により原稿１０２の裏面の画像も読み取られる。
【００２１】
　図２は、本実施形態の画像読取装置のブロック図である。タイミング生成回路２１１及
び２０１は、読取タイミング信号をそれぞれＣＣＤ１２６及びＣＩＳ１２８へ供給する。
ＣＣＤ１２６から出力されるアナログ信号は、Ａ／Ｄ変換部２１２によりデジタル信号に
変換される。Ａ／Ｄ変換部２１２から出力されたデジタル信号（画像データ）は、画像処
理回路２１３においてシェーディング補正等の画像処理が行われる。画像メモリ２１４に
は、画像処理回路２１３で画像処理されるべき画像データ及び画像処理回路２１３で画像
処理された画像データが一時的に保存される。画像処理回路２１３において画像処理が行
われた画像データは、不図示の画像形成装置に送られる。ＣＩＳ１２８から出力されるア
ナログ信号は、Ａ／Ｄ変換部２０２によりデジタル信号に変換される。Ａ／Ｄ変換部２０
２から出力されたデジタル信号（画像データ）は、画像処理回路２０３においてシェーデ
ィング補正等の画像処理が行われる。画像メモリ２０４には、画像処理回路２０３で画像
処理されるべき画像データ及び画像処理回路２０３で画像処理された画像データが一時的
に保存される。画像処理回路２０３において画像処理が行われた画像データは、上記画像
形成装置に送られる。この画像形成装置は、電子写真方式やインクジェット方式により、
画像読取装置１１７から入力された画像データに基づいた画像を用紙上に形成する。
【００２２】
　次に、図３のフローチャートに基づいて、ＣＣＤ１２６及びＣＩＳ１２８のシェーディ
ング補正値の設定について説明する。シェーディング補正は、ＣＣＤ１２６及びＣＩＳ１
２８の主走査方向の読み取りばらつきを補正するものである。ＣＰＵ２５０は、原稿給送
装置１００により１枚目の原稿を流し読みガラス１１６上へ給送させる前や、原稿を連続
して１００枚読み取った後に、このシェーディング補正値の設定を行う。
【００２３】
　まず、ＣＰＵ２５０は、ミラー台駆動部２２２を制御することにより、ミラー台１２３
をシェーディング基準板１３１の位置まで移動させる。ＣＣＤ１２６は、ランプ１１９が
消灯した状態で、シェーディング基準板１３１を読み取る（Ｓ３０１）。ＣＣＤ１２６か
らの画像信号はＡ／Ｄ変換部２１２、画像処理回路２１３を介して、画像データとして画
像メモリ２１４に一時的に記憶される。ＣＰＵ２５０は、このときの読み取りデータに基
づいてＣＣＤ１２６のシェーディング補正におけるオフセット補正値を決定し、画像処理
回路２１３に設定する（Ｓ３０２）。ここで、オフセット補正値は、ランプ消灯時のシェ
ーディング補正後の画像データが第１の所定値（例えば、輝度値で５）になるような、Ｃ
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ＣＤ１２６の各画素に対するオフセット補正値である。
【００２４】
　続いて、ＣＰＵ２５０は、ＣＩＳ１２８に内蔵されたランプを消灯させる。ＣＩＳ１２
８は、シェーディング基準板１３２を読み取る（Ｓ３０３）。ＣＩＳ１２８からの画像信
号はＡ／Ｄ変換部２０２、画像処理回路２０３を介して、画像データとして画像メモリ２
０４に一時的に記憶される。ＣＰＵ２５０は、ＣＣＤ１２６のシェーディング補正データ
と同様に、このときの読み取りデータに基づいてＣＩＳ１２８のシェーディング補正にお
けるオフセット補正値を決定し、画像処理回路２０３に設定する（Ｓ３０４）。
【００２５】
　次に、ＣＰＵ２５０は、ランプ駆動部２２１を制御することにより、ランプ１１９を点
灯させる。ＣＣＤ１２６はシェーディング基準板１３１からの反射光を読み取る（Ｓ３０
５）。ＣＣＤ１２６からの画像信号はＡ／Ｄ変換部２１２、画像処理回路２１３を介して
、画像データとして画像メモリ２１４に一時的に記憶される。ＣＰＵ２５０は、このシェ
ーディング基準板１３１の読み取りデータに基づいて、ＣＣＤ１２６のシェーディング補
正におけるゲイン補正値を決定し、画像処理回路２１３に設定する（Ｓ３０６）。ここで
、ゲイン補正値は、ＣＣＤ１２６がシェーディング基準板を読み取ったときのシェーディ
ング補正後の画像データが第２の所定値（例えば、輝度値で２４５）になるような、ＣＣ
Ｄ１２６の各画素に対するゲイン補正値である。
【００２６】
　続いて、ＣＰＵ２５０は、ＣＩＳ１２８に内蔵されている光源を点灯させ、流し読みガ
ラス１２９を原稿搬送方向へ移動させることにより、流し読みガラス１２９に設けられた
シェーディング基準板１３２をＣＩＳ１２８の読み取り位置へ移動させる。ＣＩＳ１２８
は、シェーディング基準板１３２からの反射光を読み取る（Ｓ３０７）。ＣＩＳ１２８か
らの画像信号はＡ／Ｄ変換部２０２、画像処理回路２０３を介して、画像データとして画
像メモリ２０４に一時的に記憶される。ＣＰＵ２５０は、ＣＣＤ１２６のシェーディング
補正データと同様に、このシェーディング基準板の読み取りデータに基づいて、ＣＩＳ１
２８のシェーディング補正におけるゲイン補正値を決定し、画像処理回路２０３に設定す
る（Ｓ３０８）。
【００２７】
　その後、画像処理回路２１３及び２０３は、ＣＣＤ３０１及びＣＩＳ１２８から出力さ
れる原稿画像の画像データに対して、ＣＰＵ２５０により設定された画素毎のゲイン調整
及びオフセット調整を伴ったシェーディング補正を行う。
【００２８】
　このように、原稿の表面画像を読み取るＣＣＤ１２６及び原稿の裏面画像を読み取るＣ
ＩＳ１２８の各々から出力される画像データに対して、上記シェーディング補正が行われ
る。
【００２９】
　次に、図４のフローチャートに基づいて、グレーチャートを用いた表裏調整について説
明する。まず、調整作業者は、図５に示すような、少なくとも２つの異なる反射率の階調
パッチ（グレースケール）を複数個有するグレーチャート５００を原稿トレイ１０１に上
向きかつ図５に示す副走査方向に給送されるように載置する（Ｓ４０１）。このグレーチ
ャート５００の各パッチの濃度は主走査方向において一様である。なお、ここでは階調パ
ッチとして説明したが、複数の階調を有する階調画像であれば、パッチ形状以外の帯形状
の画像などでもよい。
【００３０】
　ＣＰＵ２５０は原稿給送装置１００の原稿搬送駆動部２２０を制御することにより、グ
レーチャート５００を給送させる。ＣＣＤ１２６（表面読取部、第１読取手段）は、グレ
ーチャート５００を読み取る（Ｓ４０２）。読み取られたグレーチャート５００の画像デ
ータは画像処理回路２１３を介して画像メモリ２１４に記憶される。ＣＰＵ２５０は、画
像メモリ２１４に記憶されたグレーチャート５００の各階調パッチ部分の読取輝度値（各
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階調パッチ部分（例えば、１００画素×１００画素）の読取輝度の平均値）を読み出して
メモリ２５１に記憶する。
【００３１】
　ＣＰＵ２５０は、メモリ２５１に記憶された各階調パッチ部分の読取輝度値に基づいて
、各階調パッチ部分の読取輝度値の主走査方向の平均値を色成分（赤、緑、青）毎に算出
する（Ｓ４０３）。図６は、図４のステップＳ４０３において、補正用チャートを読み取
ることで得られる各濃度の階調パッチに対する画像読み取り輝度値の具体例を示す図であ
る。ここでは、図５に示すグレーチャート５００の中央部の階調パッチの読み取り輝度を
代表として挙げた。ここで、濃度とは、各階調パッチの測定濃度を示しており、反射率と
は、次式（１）で定義される値を示している。
【００３２】
【数１】

【００３３】
　式（１）において、Ｒは反射率、Ｄは濃度を表している。
【００３４】
　次に、調整作業者は、グレーチャート５００を原稿トレイ１０１に下向きかつ図５に示
す副走査方向に給送されるように載置する（Ｓ４０４）。
【００３５】
　ＣＰＵ２５０は原稿給送装置１００の原稿搬送駆動部２２０を制御することにより、グ
レーチャート５００を給送させる。ＣＩＳ１２８（裏面読取部、第２読取手段）は、グレ
ーチャート５００を読み取る（Ｓ４０５）。読み取られたグレーチャート５００の画像デ
ータは画像処理回路２０３を介して画像メモリ２０４に記憶される。ＣＰＵ２５０は、画
像メモリ２０４に記憶されたグレーチャート５００の各階調パッチ部分の読取輝度値を読
み出してメモリ２５１に記憶する。
【００３６】
　ＣＰＵ２５０は、メモリ２５１に記憶された各階調パッチ部分の読取輝度値に基づいて
、各階調パッチ部分の読取輝度値の主走査方向の平均値を色成分（赤、緑、青）毎に算出
し、メモリ２５１に記憶させる（Ｓ４０６）。
【００３７】
　図７にＣＣＤ１２６及びＣＩＳ１２８の赤成分のリニアリティ特性を示す。横軸にグレ
ーチャートの反射率、縦軸に読取輝度値をプロットしたものである。ここでは、赤成分の
みを示しているが、緑、青も同様な傾向を示す。このように、表面読取部と裏面読取部で
リニアリティ特性に差がある。そこで、表裏のリニアリティ特性の差を低減する処理を行
う。
【００３８】
　ＣＰＵ２５０は、後述するように、ＣＩＳ１２８（裏面読取部、第２読取手段）のゲイ
ン調整値及びオフセット調整値を算出する（Ｓ４０７）。そして、ＣＰＵ２５０は、ＣＩ
Ｓ１２８のシェーディング補正値のゲイン調整値（傾き調整値）及びオフセット調整値（
切片調整値）を画像処理回路に設定する（Ｓ４０８）。
【００３９】
　ここで、図８に示すフローチャートに基づいて、ステップＳ４０７におけるＣＩＳ２１
８（裏面読取部）のゲイン調整値及びオフセット調整値の算出について説明する。前述し
たように、表面読取部と裏面読取部のそれぞれのシェーディング補正値が設定されるが、
このままでは表面読取部と裏面読取部の読取特性は全く独立した状態となっている。そこ
で、ＣＣＤ１２６（表面読取部）及びＣＩＳ１２８（裏面読取部）のリニアリティ特性（
原稿反射率－読取輝度特性、または階調特性）を一致させるように、裏面読取部のリニア
リティ特性の調整を行う。これにより、表面読取部と裏面読取部のグレーチャートを読み
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取ったときの読取階調特性の相対関係を補正する。
【００４０】
　ここでは、中間調の階調パッチのうち、低濃度パッチ、高濃度パッチを用いて表裏読み
取り輝度の合わせ込みを行う。この２つの階調パッチは、原稿反射率－読取輝度特性を直
線近似することが可能な反射率を有している。ここでは、パッチＮｏ．２（濃度０．１４
７、反射率０．７１３）とパッチＮｏ．１０（濃度１．７８７、反射率０．０１６）の階
調パッチの表面読取部と裏面読取部の読取輝度に基づいて、裏面読取部のリニアリティ補
正を行う。
【００４１】
　まず、ＣＰＵ２５０は、表面読取部について、メモリ２５１に記憶された２つの階調パ
ッチ（パッチＮｏ．２とパッチＮｏ．１０）の色成分毎の平均値を読み出す。そして、読
み出した２点の値に基づいて、ＣＣＤ１２６（表面読取部）の原稿反射率－読取輝度特性
について、色成分毎の傾き及び切片を算出する（Ｓ８０１）。このＣＣＤ１２６の原稿反
射率－読取輝度特性（リニアリティ特性）は、表面読取部と裏面読取部のリニアリティ特
性をあわせるための基準とする。次に、ＣＩＳ１２８の原稿反射率－読取輝度特性につい
ても、ＣＣＤ１２６と同様に、２つの階調パッチ（パッチＮｏ．２とパッチＮｏ．１０）
の色成分毎の平均値に基づいて、色成分毎の傾き及び切片を算出する（Ｓ８０１）。
【００４２】
　そして、裏面読取部の各色成分のリニアリティ特性を表面読取部に合わせるように、裏
面読取部のシェーディング補正値の色成分毎の調整値（ゲイン調整値及びオフセット調整
値）を算出する（Ｓ８０２）。ゲイン調整値及びオフセット調整値の算出後、ステップＳ
４０７へ戻る。
ここで、
【００４３】
【表１】

【００４４】
とすると、ゲイン調整値ａ及びオフセット調整値ｂは次式により求めることができる。
【００４５】
【数２】

【００４６】
　上記式（２）、式（３）を用いて算出した値により、シェーディング補正データの調整
を行う。具体的には、各画素のシェーディング補正データのゲイン補正値にゲイン調整値
を乗算し、シェーディング補正データのオフセット補正値にオフセット調整値を加算する
。その結果は、図９に示すようになる。
【００４７】
　図１０に、調整前後のＣＣＤ１２６の読取輝度値とＣＩＳ１２８の読取輝度値の差を示
す。シェーディング補正データの表裏調整を行うことで、読み取り値の差が減少し、調整
前では最大８レベル程度の差があったのに対し、調整後は最大でも３レベル程度まで改善
できている。このように、高濃度部から低濃度部までの広い濃度範囲で表裏の読み取り輝
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度の合わせ込みができる。
【００４８】
　しかし、グレーチャートを用いた表裏調整では、グレー（中間調）の階調パッチにのみ
注目して表裏調整を行うため、カラー（有彩色）の読取輝度値の表裏差が低減できない場
合がある。
【００４９】
　そのことを確認するために、図１１に示すような、グレーのみでなく、赤緑青の基準色
のカラーパッチを含んだカラーチャート（カラー基準原稿）１１００を表面読取部及び裏
面読取部により読み取って比較する。
【００５０】
　図１２は、上述したような、グレーの階調に注目して表裏の読取輝度差を低減する調整
をした場合に、図１１のグレーパッチを読み取った場合の色成分毎のリニアリティ特性を
示す。このように、各色成分の表裏のリニアリティ特性の差が低減されている。
【００５１】
　しかし、この表裏調整の状態で、例えば、図１１の青パッチを読み取った場合、リニア
リティに大きな表裏差が生じてしまうことがある。図１３は、青パッチを読み取った場合
の色成分毎のリニアリティ特性を示す。なお、図１３において、最も低濃度の青パッチの
反射率及び読取輝度値は、それぞれの色成分のグラフにおける最も低い値に対応するが、
図からわかるように、各色成分の読取輝度値及び反射率は同じではない。図１４は、図１
３のリニアリティ特性の低反射率部分を拡大して示したものである。このように、５～６
レベルの表裏差が生じており、これが表裏の色味の差となって現れてしまう。つまり、グ
レーチャートを用いて表裏調整を行っても、グレー以外の有彩色に関しては、表裏で読取
輝度に差が発生してしまう場合がある。
【００５２】
　そこで、本実施形態では、カラーチャート１１００上のグレー、赤、緑、青のパッチを
読み取った際の表裏差に対するそれぞれの調整値を予め作成し、原稿読み取り時の各画素
の色味によって、画素毎に選択的に調整値を切り替える処理を行う。つまり、カラー基準
原稿の各色相を読み取った際の表裏差に対するそれぞれの補正値を予め作成し、原稿読取
時の各画素の色相によって、画素毎に選択的に補正値を切り替えて表裏補正を行う。これ
により、グレー画像であるかカラー画像であるか、また、どの色成分が強いかを問わず、
最適な表裏色差低減を図ることが可能となる。
【００５３】
　図１５のフローチャートに基づいて、カラーチャート１１００による表裏調整について
説明する。まず、調整作業者は、図１１に示すカラーチャート（基準原稿）１１００を原
稿トレイ１０１に上向きかつ図１１に示す副走査方向に給送されるように載置する（Ｓ１
５０１）。このカラーチャート１１００は、グレーパッチと赤、緑、青の色パッチを有し
ている。このカラーチャートは、高い反射率から低い反射率まで複数の反射率のグレーパ
ッチと色パッチを有している。なお、ここではパッチとして説明したが、パッチ形状以外
の帯形状の基準画像などでもよい。
【００５４】
　ＣＰＵ２５０は原稿給送装置１００の原稿搬送駆動部２２０を制御することにより、カ
ラーチャート１１００を給送させる。ＣＣＤ１２６（表面読取部、第１読取手段）は、カ
ラーチャート１１００を読み取る（Ｓ１５０２）。読み取られたカラーチャート１１００
の画像データは画像処理回路２１３を介して画像メモリ２１４に記憶される。ＣＰＵ２５
０は、画像メモリ２１４に記憶されたカラーチャート１１００の各パッチ部分の読取輝度
値を読み出してメモリ２５１に記憶する（Ｓ１５０３）。
【００５５】
　次に、調整作業者は、カラーチャート１１００を原稿トレイ１０１に下向きかつ図１１
に示す副走査方向に給送されるように載置する（Ｓ１５０４）。
【００５６】
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　ＣＰＵ２５０は原稿給送装置１００の原稿搬送駆動部２２０を制御することにより、カ
ラーチャート１１００を給送させる。ＣＩＳ１２８（裏面読取部、第２読取手段）は、カ
ラーチャート１１００を読み取る（Ｓ１５０５）。読み取られたカラーチャート１１００
の画像データは画像処理回路２０３を介して画像メモリ２０４に記憶される。ＣＰＵ２５
０は、画像メモリ２０４に記憶されたカラーチャート１１００の各パッチ部分の読取輝度
値を読み出してメモリ２５１に記憶する（Ｓ１５０６）。
【００５７】
　次に、ＣＰＵ２５０は、メモリ２５１に記憶された各パッチ部分の読取輝度値に基づい
て、グレー、赤、緑、青の各パッチを基準としたＣＩＳ１２８（裏面読取部、第２読取手
段）のゲイン調整値及びオフセット調整値を算出する（Ｓ１５０７）。そして、ＣＰＵ２
５０は、ＣＩＳ１２８のシェーディング補正値の調整値として、グレー、赤、緑、青に対
するそれぞれのゲイン調整値及びオフセット調整値を画像処理回路に設定する（Ｓ１５０
８）。
【００５８】
　裏面読取部の調整値の算出は、前述した図８のフローチャートに従った処理により行う
。すなわち、グレー、赤、緑、青のそれぞれのパッチについて、低濃度パッチ（パッチＮ
ｏ．１）と高濃度パッチ（パッチＮｏ．１０）から表面読取部と裏面読取部の原稿反射率
－読取輝度特性（リニアリティ特性）を求める。そして、裏面読取部の各色成分のリニア
リティ特性を表面読取部に合わせるように、裏面読取部のシェーディング補正値の色成分
毎の調整値（ゲイン調整値及びオフセット調整値）を算出する。そして、ＣＰＵ２５０に
より、グレー、赤、緑、青に対するそれぞれのゲイン調整値及びオフセット調整値が画像
処理回路２０３に設定される。なお、この処理は、ＣＰＵ２５０の代わりに、工場に設置
されたコンピュータによりＣＰＵ２５０を介して実行されてもよい。
【００５９】
　次に、画像読取装置１１７により原稿を読み取る際における、画像処理回路２０３での
シェーディング補正処理について図１６を用いて説明する。前述したように、原稿の表面
及び裏面の画像は、それぞれＣＣＤ１２６及びＣＩＳ１２８により読み取られる。ＣＩＳ
１２８からの画像信号はＡ／Ｄ変換部２０２を介して画像処理回路２０３に入力される。
画像処理回路２０３は、注目画素位置を先頭位置とする初期化を行った上で（Ｓ１６０１
）、注目画素の各色成分の読取輝度値をＲ、Ｇ、Ｂとする（Ｓ１６０２）。
【００６０】
　そして、Ｒ－Ｇが３０よりも大きく、かつ、Ｒ－Ｂが３０よりも大きい場合は（Ｓ１６
０３）、赤に対するゲイン調整値及びオフセット調整値によりシェーディング補正値（ゲ
イン補正値及びオフセット補正値）を調整する（Ｓ１６０４）。Ｇ－Ｒが３０よりも大き
く、かつ、Ｇ－Ｂが３０よりも大きい場合は（Ｓ１６０５）、緑に対するゲイン調整値及
びオフセット調整値によりシェーディング補正値（ゲイン補正値及びオフセット補正値）
を調整する（Ｓ１６０６）。Ｂ－Ｒが３０よりも大きく、かつ、Ｂ－Ｇが３０よりも大き
い場合は（Ｓ１６０７）、青に対するゲイン調整値及びオフセット調整値によりシェーデ
ィング補正値（ゲイン補正値及びオフセット補正値）を調整する（Ｓ１６０８）。
【００６１】
　ステップＳ１６０３、Ｓ１６０５、Ｓ１６０７のいずれにも該当しない場合は、グレー
に対するゲイン調整値及びオフセット調整値によりシェーディング補正値（ゲイン補正値
及びオフセット補正値）を調整する（Ｓ１６０９）。赤、緑、青、グレーに対するゲイン
調整値及びオフセット調整値は、図１５のＳ１５０８の処理により予め設定された値であ
る。
【００６２】
　そして、調整されたシェーディング補正値に基づいて、注目画素の読取データのシェー
ディング補正処理を行い、シェーディング補正された画像データを画像形成装置へ出力す
る（Ｓ１６１０）。注目画素位置が末尾位置（原稿の読取終了）でない場合は（Ｓ１６１
１）、注目画素位置を１画素移動させて（Ｓ１６１２）、ステップＳ１６０２へ戻る。ス
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テップＳ１６１１で注目画素位置が末尾位置である場合は処理を終了する。
【００６３】
　上述した画像処理回路２０３の処理により、青の階調部のリニアリティ特性差を改善し
たグラフを図１７に示す。このように、例えば、原稿画像中に青色部分がある場合、青色
画像を読み取ったときの表裏のリニアリティ特性差を軽減した補正処理を行うことができ
る。従って、原稿画像中に存在するそれぞれの色味にあわせて、画素毎に表裏のリニアリ
ティ特性差を軽減することが可能となる。
【００６４】
　なお、本実施形態では、ステップＳ１６０３、Ｓ１６０５、Ｓ１６０７において、３０
を目安に調整値を切り替えているが、ここで示した値は一例であり、装置の特性に応じて
他の値としてもよい。また、本実施形態では、カラーチャートのパッチは赤、緑、青の基
準色とグレーであったが複数色の色パッチであればよく、シアン、マゼンダ、イエローの
基準色とグレーでもよい。また、色味管理を厳密に行いたい色などのパッチを加えても良
く、如何なる色にも応用可能である。また、本実施形態では４つの調整値のいずれかを選
択するようにしているが、４つよりも少ない調整値（調整対象色）や４つよりも多い調整
値（調整対象色）としてもよい。
【００６５】
　本実施形態では、表面読み取りにＣＣＤ１２６（縮小光学系）、裏面読み取りにＣＩＳ
１２８（等倍光学系）を使用した場合を説明したが、表面読み取りにＣＩＳ１２８を、裏
面読み取りにＣＣＤ１２６を採用してもよい。また、表面及び裏面読取部を同種のイメー
ジセンサとした場合にも、応用可能である。
【００６６】
　さらに、画像読み取りに用いるイメージセンサは、ＣＣＤ１２６やＣＩＳ１２８に限定
されるものではなく、例えばＣＭＯＳイメージセンサであってもよい。
【００６７】
　また、図１１のカラーチャート１１００は主走査方向にグレー、赤、緑、青パッチが配
列されたものであったが、主走査方向に同じ色のパッチを配列したカラーチャートを読み
取って、上述と同様の処理を行ってもよい。これにより、主走査方向の読み取り特性差を
軽減することが可能となる。
【００６８】
　また、上述した実施形態では、低濃度パッチと高濃度パッチの２つのパッチによりリニ
アリティ特性を求めたが、３つ以上のパッチによりリニアリティ特性を求めるようにして
もよい。例えば、図１８に示すように、ポイント１～４に対応する反射率のパッチの読取
輝度値に基づいて、３つの区間のリニアリティ特性（ゲイン１～３）を求めるようにして
もよい。また、同じ濃度のパッチであっても、原稿面の状態（原稿の表面性）、つまり、
原稿面に光沢がある場合と、原稿面に光沢がない場合とによって、読み取り特性が異なる
ため、原稿面の状態に応じて調整するようにしてもよい。この場合、原稿種に応じて、光
沢あり原稿、オフセット印刷原稿、電子写真原稿、光沢なし原稿それぞれに対応した表裏
調整値を、前述した実施形態と同様に予め設定しておく。そして、原稿読取時にユーザに
より原稿種を操作部から入力させることにより、調整値を選択することで、原稿種に応じ
た表裏調整が可能となる。
【００６９】
　上述した実施形態では、裏面読取部のリニアリティ特性を表面読取部のリニアリティ特
性に合わせたが、表面読取部のリニアリティ特性を裏面読取部のリニアリティ特性に合わ
せるようにしてもよい。また、表面読取部と裏面読取部のリニアリティ特性それぞれを調
整して、表裏のリニアリティ特性を合わせるようにしてもよい。これにより、表面読取部
と裏面読取部のカラーチャートを読み取ったときの読取階調特性の相対関係を補正する。
【００７０】
　また、上述した実施形態では、画像読取装置が表裏調整を行うように説明したが、表裏
調整処理については、画像読取装置に接続されたパーソナルコンピュータや画像形成装置
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形成装置やパーソナルコンピュータに備えている。画像形成装置やパーソナルコンピュー
タは、画像読取装置が読み取ったチャートの画像データを受け取り、この画像データに基
づいて、前述した算出及び調整に関する処理を行う。この処理を実行するためのプログラ
ムは、ハードディスクやＣＤ－ＲＯＭ等の記憶媒体に記憶されており、画像形成装置やパ
ーソナルコンピュータのＣＰＵにより読み取られ、実行される。
【図面の簡単な説明】
【００７１】
【図１】本発明の実施形態の画像読取装置の断面図である。
【図２】本実施形態の画像読取装置のブロック図である。
【図３】シェーディング補正値の設定に関するフローチャートである。
【図４】グレーチャートによる表裏調整に関するフローチャートである。
【図５】グレーチャートを示す図である。
【図６】グレーチャートの表裏読取輝度値を示す図である。
【図７】表面読取部及び裏面読取部のリニアリティ特性を示す図である。
【図８】裏面読取部のゲイン補正値及びオフセット調整値の算出に関するフローチャート
である。
【図９】グレーチャートによる表裏調整後のグレーチャートの表裏読取輝度値を示す図で
ある。
【図１０】グレーチャートによる表裏調整前後の差分値を示す図である。
【図１１】カラーチャートを示す図である。
【図１２】グレーチャートによる表裏調整後の表面読取部及び裏面読取部のリニアリティ
特性を示す図である。
【図１３】グレーチャートによる表裏調整後のカラーチャートの表裏読取輝度値を示す図
である。
【図１４】グレーチャートによる表裏調整後のカラーチャートの表裏読取輝度値を示す図
である。
【図１５】カラーチャートによる表裏調整に関するフローチャートである。
【図１６】画像処理回路２０３におけるシェーディング補正処理を示すフローチャートで
ある。
【図１７】カラーチャートの青パッチによる表裏調整後の青パッチの表裏読取輝度値を示
す図である。
【図１８】３つ以上のパッチによりリニアリティ特性を求める例を示す図である。
【符号の説明】
【００７２】
　１００　原稿給送装置
　１１７　画像読取装置
　１２６　ＣＣＤ
　１２８　ＣＩＳ
　１５０　操作部
　２０３、２１３　画像処理回路
　２５０　ＣＰＵ
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【図７】 【図８】
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【図１１】 【図１２】
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【図１５】 【図１６】
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【図１７】 【図１８】
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